
『心のふるさとわが母機』

～福澤悦二郎・井出茂太 (飯 田高校校歌作詞・作曲者)を 中心に

2023/09/29

「一九会」総会

小木曽 豊
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校歌の魅カ

(1)Nさ んからの電話

(2)Sさ んからの手紙

“懐か しきふるさと"

拙著刊行本への返笞

2 1陵か しきふるさとの自然の取り入れ

(1)山  「赤石」 小中学校の 30%

(2川 |「天竜川」 小中学校の 50%

3 飯田高校校歌 (福澤悦三郎作詞)への地名・ 人名の取 り入れ

(1)地 名←→小学校   。「今宮」  ・「風越」  ・「長姫城」  。「松川」

(2)人 名←→伊賀良小学校  ・「太宰春台」・「山□阿藤」←→・「美蓉」・「蓬平」

4 福澤悦三郎・丼出茂太 と浅丼 )列 の校歌

(1)福 澤・丼出コンビ  飯田高校・川路小学校

(2)作 詞 福澤… 5校  内 3校…作曲も行つている。

(3)作 曲 丼出・ 浅丼冽とのコンビ… 3校

5 福澤悦三郎 (青藍 )

(1)明 治～昭和前期  全て旧飯田市から西部地区

(2)経 歴 明治 39年  飯田高校校歌制定

(3)作 曲 数字譜

6 福澤悦三郎・ 浅丼冽が好んで使 つた用語

(1)勉学に関する用語

(2)将 来 |こ わたつて生きる姿

(3)特 記  ・ 福澤→「アルタイの山」
あめ

・ 浅丼 →「 天の 中川」

7 丼出茂太

(1)飯 田中学への赴任 (?)

(2)ピアノ購入
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福澤|;:三郎・井出茂太作成校歌

川路小学校校歌

明 38 川路小 福澤悦三郎 井出 茂太
日月39 ●飯田高校 福澤悦三郎 井出 '茂太
日月40 鼎小 浅井  汐」 井出 茂太

？

・ 丸山小 浅丼  汐ll 井出 茂太

明 42 三穂小 福澤悦三郎 福澤悦三郎

明 43 伍和小 浅丼  汐1 井出 茂太

明 45 小野り|1/」 ヽ 福澤悦三郎

大 2 会地小 福澤悦三郎 宮沢 保之

日召 2 伊賀良小 福澤悦三郎 福澤悦三郎
日召禾日3 山本小 福澤悦三郎 福澤悦三郎

・■
■

」
一

一
●

●
ヽ

r111

-２-




